



















































































めユーフラテス流域からは撤退を余儀なく きれた。 用いて地下の電磁波探査を行い， 地上からはその存在
これは，ローマ帝国内でのパルミラの地位を向上させ を明らかにできない地下墓を探査した。 その結果，５










































































































































原できる。 を備えたニッチに充てられている。下から３段目の棺の小口から， 当初の位置 このニッチは高さ
がり，ニッチの半を保って石灰岩製の彫像が出土した。 この彫像は口髭 ２．５，，幅０５ｍ，奥行２３ｍをはか
円形を呈する上部から，両脇に有翼女神を配した有髭と顎髭をはやした中年の男性であるが， 銘文がなく，
シリア・パルミラ遺跡東南墓地の発掘調査１１５
の男｣性彫像が出土した（写真６)。ここからは２体の人
骨が出土した。４列にわかれる榔を，西からＭ１一
Ｍ４と表現する。各棺はほぼ同じ大きさで，高さ０．５
，，幅０５ｍ，奥行２３ｍをはかる。５段ある棺のう
ち，最下段は，床面より５０ｃｍ余り地山を掘り下げ
構築している。また，下から２段目は，外観上は榔の
基礎部を構成する羽目板としてみることができる。他
れていた。成人人骨４体，小児・乳児人骨２体が出土
した。副葬品としては， エジプト製の可能性の高い牙
製神像とアンフォラを形どった装身具，青銅製の
チェーン．ガラス玉などがある。しかし，イアルハイ
の棺からはなにも出土していない。
Ｍ４５段の棺からなるが，上の２段は使用されて
いない。成人人骨３体，小児人骨が１体出土した。陶
両側壁に沿って乳児用の土壌墓の埋葬施設と
が存在する。
１１南側には、
床に使用された陶板の隙間を埋めるよしては， 製のランプが．
土壌の蓋と して方形の石材を用いてお うな状態で多数出土した以外には，副葬品はない。
壼の上半部を逆さにして水鉢に転用し
たものが置かれていた。さらに，石造りの櫛の前面に ５．小結
この墓は，西暦109年４月にイアルハイによって建立
された。調査の結果，この墓には本人および彼の子供
達の２世代を中心に，６１体の遺体が葬られていた。し
かしこの地下墓は，従来発見されたパルミラの地下
漆喰製の供献用の水鉢が造りつけられていた（ 主}よ，
室では，５カ所から遺物がまとまって出土し，とく
Ｍ１のマラー彫像の周辺から多数のランプが出土に．
した。
Ｍ１５段の棺からなる。羽目板のある第２段目に
は，「イアルハイの息子マラー」の銘がある男性彫像
が貼付けられていた。成人人骨が11体，小児人骨1体
が出土した。副葬品としては，青銅鏡，ローマングラ
ス，青銅金具付き革製容器，ガラス玉などがあり，大
部分はマラーの棺からの出土である。
Ｍ２４段の棺からなる。下から第４段目には，「イ
アルハイの息子シャルマ」の銘をもつ男性彫像が，棺
墓の中では， 規模では最も小規模なものである。 被葬
墓室側壁面や者の世代が幾世代にも及ばないことや，
櫛内部に見られる水の影響からみて， 二の墓は短時間
の内に崩壊し廃絶したものと思われる。
パルミラにおける過去の地下墓の調査においては，
ほとんど盗掘を受けず， 彫像類が元の位置のままで発
かつ詳細な人骨調査も行われて掘された例は少なく，
いない。今回明らか’今回明らかにしえた，特定の榔への小児の集
成人人骨１０体，小児人骨の小口にはめ込まれていた。 床面に設けられた土壌墓への乳児の埋葬な中的埋葬，
副葬品はわずかな青銅製品と布の小２体が出土した。
片のみである。ｌ
認められない。
どの特徴は，現在は比較資料が無くその意味を明らか
にしえないが，パルミラの墓制，家族構造に係わる問
題と思われる。今後，このような調査を継続するこ
とによって，パルミラ研究に貢献できるものと考えて
いる。
とくに， シャルマの棺には，副葬品が
Ｍ３４段の棺からなる。下から第４段目には，こ
の墓の建立者であるイアルハイ本人の彫像がはめ込ま
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写真６主室奥壁の彫像，向って右がこの墓の建造者イアルハイ，左がその息子シャルマ
